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平成２４年第１回北海道議会定例会 一般質問 再々質問 

 

年月日  平成２４年３月９日（金）       

質問者  民主党・道民連合 高橋  亨 議員  

 

質          問 
 

答          弁 
 

一 ＨＡＣの医療関係者の需要について 

 再々質問に入りますが、先ほど申し上げたとおり、聞いて

いることにお答えいただきたいという再々に私のお願いも聞

いていただけないようでございます。私は、先ほどの質問で

選択肢として検討できないのかとお聞きしましたら、それも

直接的にはお答えいただけませんでした。改めて、お聞きし

ますが、搭乗率の問題ははっきりしていただきたいと思いま

すので、お答えをお願いしたいと思います。 

 

（知事） 

 医療関係者の需要についてでありますが、先ほどご答弁申

し上げましたように、平成２２年度アンケート調査によりま

すと、医師が移動する際に、丘珠空港と函館、釧路及び女満

別空港の路線を利用した割合は、約56％となっているところ

でありますが、乗降客全体に占める医療関係者の割合につい

ては、調査をいたしておりませんので、今後、可能な限り把

握に努めてまいります。 
 

二 返済猶予の判断時期について 

 ＨＡＣの予算に関わる課題についてもお聞きしましたが、4

,000万円の返還の猶予も、今後、道が行う精査次第であると

いうことでございます。 

 ＨＡＣの問題については、年度内に決断するのは、この返

済猶予ということになりますし、新年度の収支につきまして

は、年度内に提出される収支及び事業計画をプロジェクトチ

ームが精査してからの事になるようですから、新年度の課題

は別にしても、返済猶予の判断は年度末ということになるの

であれば、少なくとも今定例会は23日まで開催されているこ

とでございます。今定例会中にその判断を示すべきと思いま

すが、見解をお聞きをいたします。 

 

（知事） 

 ＨＡＣからの要請についてでありますが、ＨＡＣから、支

援要請と合わせて提出された収支見通しなどについて、プロ

ジェクトチームによる精査を早急に進め、ＨＡＣに対する支

援について、本議会でのご議論をお願いをし、判断したいと

考えております。 

 

三 筆頭株主としての対応について 

 旧ＨＡＣの場合、ＪＡＬが５１％、道が４９％の比率で出

資し、ＪＡＬの再生も含めて減資、増資を行い、結果として

道が３６．５％の筆頭株主として新生ＨＡＣがスタートしま

したが、当初、危惧したことが現実の問題となった今、出資

比率の過半を持たない筆頭株主として、行使できる権限には

限界があるようにも思えます。 

 ＨＡＣの場合、執行権は経営責任者が有し、道が行えるこ

とは人事権や業務に関わる運航ダイヤ改正等の助言程度とな

るとすれば、今後の計画に対する道の関わりは限定的になら

ざるを得ませんが、法が許容する範囲で行使できる道の権限

と、知事の見解をお聞きをいたします。 

 

（知事） 

 株主としての対応についてでありますが、株主は、会社の

事業運営に関し、会計帳簿の閲覧などを請求することができ

る権限を有しているところであります。 

 現在、ＨＡＣにおいては、新たな事業計画を策定している

ところでありますが、道といたしましては、幅広い観点から

ＨＡＣの事業計画の精査を行い、経営改善が図られるよう努

めてまいりたいと考えております。 

 

〈指摘〉 

 今回、ＨＡＣそして、原発問題についてウェイトを置いた

質問をさせていただきましたが、なかなか知事の方からは、

的確な答弁はございませんでした。繰り返し聞くことになる

ということは、最初から覚悟しておりましたが、知事は、私

は最初に言ったように、質問の趣旨は理事者の皆さんに伝え

てあるわけでございますから、真摯に議会と向き合っていた

だきたい。でなければ、議会の議論は深まってまいらないと

いうふうに思っております。昨年から新たに議会での質問の

やり方、少し変化がありましたが、しかし、これまでもずっ

と変化がなく、去年からずっと私が申し上げているとおり、

聞いていることに的確に答えていただきたい。そして、同じ

答弁は必要ないんだということを言っておりましたが、残念

ながら、今定例会もそのような重複でございました。 

 また、私も登壇する機会があると思いますが、ぜひ、その

時は、先ほど申し上げましたとおり、議会と真摯に向き合っ

ていだたきたいということをお願いをして、私の発言にかえ

させていただきます。 

 

 


